
(57)【要約】

【課題】広範囲にわたって好適に汚れを拭き取ることが

できる清掃用ウェットワイプを提供する。

【解決手段】薬液が含浸され折り加工された清掃用ウェ

ットワイプにおいて、表面側及び裏面側にそれぞれ配さ

れ、少なくともポリエステル繊維を含む表層と、前記表

層間に配され、少なくともパルプを含む中層と、を備え

、前記中層の坪量を、５１～１２０ｇ／ｍｍ２ とし、前

記表層に用いられる繊維の当該清掃用ウェットワイプに

占める含有率を２０～５０重量％とし、前記中層のパル

プの当該清掃用ウェットワイプに占める含有率を５０～

８０重量％とした。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
薬 液 が 含 浸 さ れ 、 折 り 加 工 さ れ た 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ に お い て 、
表 面 側 及 び 裏 面 側 に そ れ ぞ れ 配 さ れ 、 少 な く と も ポ リ エ ス テ ル 繊 維 を 含 む 表 層 と 、 前 記 表
層 間 に 配 さ れ 、 少 な く と も パ ル プ を 含 む 中 層 と 、 を 備 え 、
前 記 中 層 の 坪 量 を 、 ５ １ ～ １ ２ ０ ｇ ／ ｍ ２ と し 、
前 記 表 層 に 用 い ら れ る 繊 維 の 当 該 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ 全 体 に 占 め る 含 有 率 を ２ ０ ～ ５ ０
重 量 ％ と し 、
前 記 中 層 の パ ル プ の 当 該 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ 全 体 に 占 め る 含 有 率 を ５ ０ ～ ８ ０ 重 量 ％ と
し た こ と を 特 徴 と す る 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 表 層 に 、 熱 融 着 繊 維 が 含 ま れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 清 掃 用 ウ ェ ッ ト
ワ イ プ 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 表 層 に 、 レ ー ヨ ン が 含 ま れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 清 掃 用 ウ
ェ ッ ト ワ イ プ 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 表 層 に 用 い ら れ る 繊 維 は 、 ポ リ エ ス テ ル 繊 維 が ３ ０ ～ １ ０ ０ 重 量 ％ 、 レ ー ヨ ン が ０ ～
４ ０ 重 量 ％ 、 熱 融 着 繊 維 が ０ ～ ３ ０ 重 量 ％ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か
一 項 に 記 載 の 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ
【 請 求 項 ５ 】
ウ ェ ッ ト 状 態 で 、 Ｊ Ｉ Ｓ Ｐ ８ １ １ ８ に 準 じ て 測 定 し た 厚 み が ０ ． ６ ～ １ ． ０ ｍ ｍ で あ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 薬 液 の 塗 布 量 を 自 重 の １ ０ ０ ～ ２ ５ ０ ％ と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ５ の 何 れ
か 一 項 に 記 載 の 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ を 製 造 す る に あ た り 、
前 記 表 層 の 間 に 前 記 中 層 を 挟 ん だ 状 態 で 水 流 に よ り 各 繊 維 を 交 絡 さ せ て シ ー ト 状 の 基 材 を
製 造 す る 工 程 と 、
次 い で 、 前 記 シ ー ト 状 の 基 材 の 所 定 位 置 を 折 り 返 し 、 当 該 折 り 返 し 部 に 所 定 の 圧 力 を 加 え
る 工 程 と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 床 や ト イ レ の 便 器 な ど の 汚 れ を 拭 き 取 る た め に 用 い ら れ る 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ
プ お よ び そ の 製 造 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 例 え ば 、 薬 液 が 含 浸 さ れ た 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ の 材 料 と し て は 、 ス ポ ン ジ 、 紙 な
ど が 用 い ら れ て い た 。
し か し 、 ス ポ ン ジ は 、 薬 液 の 含 浸 量 に 対 し て 保 液 量 が 少 な く 、 拭 き 取 り の 初 期 に ほ と ん ど
の 薬 液 が 離 水 し て し ま う と い う 問 題 が あ っ た 。 ま た 、 紙 は 、 薬 液 の 含 浸 量 に 対 し て 保 液 量
が 多 く 、 広 い 範 囲 内 を 拭 き 取 る に は 多 量 の 薬 液 を 必 要 と す る が 、 吸 水 量 が 少 な い と い う 問
題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の よ う な 問 題 に 対 し て 、 例 え ば 、 親 水 性 繊 維 ２ ０ ～ ８ ０ 重 量 ％ 、 ポ リ エ ス テ ル 繊 維 ０ ～
４ ０ 重 量 ％ 、 熱 接 着 繊 維 ２ ０ ～ ８ ０ 重 量 ％ か ら な る 上 下 層 と 、 パ ル プ 繊 維 か ら な る 中 層 と
を 、 熱 処 理 す る こ と に よ り 熱 接 着 性 繊 維 を 溶 融 さ せ て 繊 維 同 士 を 接 着 さ せ た ウ ェ ッ ト ワ イ
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プ 用 の 基 材 を 用 い る こ と が 考 え ら れ る （ 特 許 文 献 １ ） 。
こ の よ う な ウ ェ ッ ト ワ イ プ 用 の 基 材 を 用 い た ウ ェ ッ ト ワ イ プ は 、 適 度 な 柔 軟 性 と 良 好 な 肌
触 り 性 を 兼 ね 備 え る こ と が で き る た め 、 対 人 向 け と し て 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ １ － ４ ８ ３ ８ １ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 記 構 造 の ウ ェ ッ ト ワ イ プ 用 の 基 材 を 床 や ト イ レ の 便 器 等 の 清 掃 用 ウ ェ ッ
ト ワ イ プ と し て 用 い た 場 合 、 必 ず し も 好 適 な も の と は 言 え な い 。 な ぜ な ら 、 清 掃 用 ウ ェ ッ
ト ワ イ プ の 場 合 、 拭 き 取 り 面 積 が 広 い の で 、 広 範 囲 に わ た っ て 好 適 に 汚 れ 等 を 拭 き 取 る た
め に は 、 薬 液 の 離 水 量 が 含 浸 量 の 影 響 を 受 け な い で な る べ く 所 定 の 範 囲 内 に あ る こ と が 好
ま し く 、 単 に 疎 水 性 繊 維 と 親 水 性 繊 維 を 組 み 合 わ せ た だ け で は 十 分 と は 言 え な い か ら で あ
る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
そ こ で 、 本 発 明 の 課 題 は 、 広 範 囲 に わ た っ て 好 適 に 汚 れ を 拭 き 取 る こ と が で き る 清 掃 用 ウ
ェ ッ ト ワ イ プ を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 課 題 を 解 決 す る た め 、
請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 薬 液 が 含 浸 さ れ 、 折 り 加 工 さ れ た 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ に お い て
、
表 面 側 及 び 裏 面 側 に そ れ ぞ れ 配 さ れ 、 少 な く と も ポ リ エ ス テ ル 繊 維 を 含 む 表 層 と 、 前 記 表
層 間 に 配 さ れ 、 少 な く と も パ ル プ を 含 む 中 層 と 、 を 備 え 、
前 記 中 層 の 坪 量 を 、 ５ １ ～ １ ２ ０ ｇ ／ ｍ ２ と し 、
前 記 表 層 に 用 い ら れ る 繊 維 の 当 該 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ に 占 め る 含 有 率 を ２ ０ ～ ５ ０ 重 量
％ と し 、
前 記 中 層 の パ ル プ の 当 該 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ に 占 め る 含 有 率 を ５ ０ ～ ８ ０ 重 量 ％ と し た
こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 中 層 の 坪 量 が ５ １ ～ １ ２ ０ ｇ ／ ｍ ２ と さ れ て い る の で 、 清
掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ と し て 必 要 な 薬 液 量 を 確 保 す る こ と が で き る 。
ま た 、 表 層 に 用 い ら れ る 繊 維 の 当 該 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ に 占 め る 含 有 率 が ２ ０ ～ ５ ０ 重
量 ％ と さ れ 、 中 層 の パ ル プ の 当 該 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ に 占 め る 含 有 率 が ５ ０ ～ ８ ０ 重 量
％ と さ れ て い る の で 、 薬 液 の 離 水 量 が 所 定 の 範 囲 内 と な る 含 浸 量 の 範 囲 が 広 が る こ と と な
っ て 、 広 範 囲 に わ た っ て 好 適 に 汚 れ を 拭 き 取 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 本 発 明 の よ う な 構 成 に す る こ と に よ り 、 薬 液 の 離 水 量 が 適 正 範 囲 内 と な る 薬 液 の 含
浸 量 の 範 囲 を 低 含 浸 量 側 に 広 げ る こ と が で き る の で 、 薬 液 の 含 浸 量 が 少 な く て も 好 適 に 汚
れ を 拭 き 取 る こ と が で き る こ と と な っ て 、 コ ス ト ダ ウ ン が 図 れ る 。
更 に 、 表 層 に ポ リ エ ス テ ル 繊 維 が 含 ま れ て い る の で 、 表 層 の 強 度 が 上 昇 し て 破 れ に く く な
る 。
ま た 、 表 層 に ポ リ エ ス テ ル 繊 維 が 含 ま れ て い る の で 、 表 面 は 比 較 的 乾 い た 状 態 と な る こ と
と な っ て 、 拭 き 取 り 時 に 、 過 度 の 薬 液 が 手 に つ く こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ に お い て 、
前 記 表 層 に 、 熱 融 着 繊 維 が 含 ま れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 と 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る こ と は 無 論 の
こ と 、 特 に 、 表 層 に 、 熱 融 着 繊 維 が 含 ま れ て い る の で 、 表 面 強 度 が 向 上 す る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ に お い て 、
前 記 表 層 に 、 レ ー ヨ ン が 含 ま れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 表 層 に レ ー ヨ ン が 含 ま れ て い る の で 、 保 水 性 や 製 造 性 に 優
れ た も の と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ に お い
て 、
前 記 表 層 に 用 い ら れ る 繊 維 は 、 ポ リ エ ス テ ル 繊 維 が ３ ０ ～ １ ０ ０ 重 量 ％ 、 レ ー ヨ ン が ０ ～
４ ０ 重 量 ％ 、 熱 融 着 繊 維 が ０ ～ ３ ０ 重 量 ％ で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か に 記 載 の 発 明 と 同 様 の 効 果 が 得 ら れ
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
請 求 項 ５ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ～ ４ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ に お い
て 、
ウ ェ ッ ト 状 態 で Ｊ Ｉ Ｓ Ｐ ８ １ １ ８ に 準 じ て 測 定 し た 厚 み が ０ ． ６ ～ １ ． ０ ｍ ｍ で あ る こ と
を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 １ ～ ４ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 発 明 と 同 様 の 効 果 が 得
ら れ る こ と は 無 論 の こ と 、 特 に 、 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ の 厚 み を ０ ． ６ ～ １ ． ０ ｍ ｍ と す
る こ と に よ り 、 拭 き 取 り 時 に 適 度 な 厚 み 感 が 得 ら れ る 。
ま た 、 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ の 厚 み が ０ ． ６ ｍ ｍ 以 下 だ と 、 拭 き 取 り 時 に 不 安 感 を 感 じ る
。 ま た 、 厚 み が 、 １ ． ０ ｍ ｍ 以 上 と な る と シ ー ト を 曲 げ た 時 の 反 発 力 が 大 き く な り 、 加 工
適 正 が 落 ち る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
請 求 項 ６ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ～ ５ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ に お い
て 、
前 記 中 層 へ の 薬 液 の 塗 布 量 を 自 重 の １ ０ ０ ～ ２ ５ ０ ％ と し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
請 求 項 ６ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 １ ～ ５ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 発 明 と 同 様 の 効 果 が 得
ら れ る こ と は 無 論 の こ と 、 特 に 、 中 層 へ の 薬 液 の 塗 布 量 が 自 重 の １ ０ ０ ～ ２ ５ ０ ％ と さ れ
て い る の で 、 拭 き 取 り 時 に お け る 薬 液 の 離 水 量 を 適 正 な 範 囲 に す る こ と が で き る こ と と な
っ て 、 薬 液 の 塗 布 量 の 過 不 足 を な く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
請 求 項 ７ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ の 製 造 方 法 に お い て 、
前 記 表 層 の 間 に 前 記 中 層 を 挟 ん だ 状 態 で 水 流 に よ り 各 繊 維 を 交 絡 さ せ て シ ー ト 状 の 基 材 を
製 造 す る 工 程 と 、
次 い で 、 前 記 シ ー ト 状 の 基 材 の 所 定 位 置 を 折 り 返 し 、 当 該 折 り 返 し 部 に 所 定 の 圧 力 を 加 え
る 工 程 と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
請 求 項 ７ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 表 層 の 間 に 中 層 を 挟 ん だ 状 態 で 水 流 に よ り 各 繊 維 を 交 絡 さ
せ る こ と に よ っ て 繊 維 同 士 が 絡 ま り 、 次 い で 、 シ ー ト 状 の 基 材 の 所 定 位 置 が 折 り 返 さ れ て
形 成 さ れ た 折 り 返 し 部 に 所 定 の 圧 力 が 加 え ら れ る の で 、 折 り 目 を 形 成 す る こ と が で き る こ
と と な っ て 、 シ ー ト 状 の 基 材 か ら な る 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ を 積 層 さ せ て 梱 包 し て も 嵩 張
る こ と が な く コ ン パ ク ト に す る こ と が で き る 。
即 ち 、 表 層 に ポ リ エ チ レ ン 繊 維 を 含 ん で い る た め 、 シ ー ト 状 の 基 材 の コ シ が 強 く な っ て お
り 、 そ の ま ま 折 り 返 し た だ け だ と 、 シ ー ト を 曲 げ た 時 の 反 発 力 に よ り シ ー ト が 開 い て し ま
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っ た り 、 折 り 返 し 部 に 隙 間 が 形 成 さ れ る こ と と な る 。 従 っ て 、 そ の よ う な 状 態 で シ ー ト 状
の 基 材 を 積 層 さ せ よ う と し て も 積 層 で き な か っ た り 、 そ の 隙 間 分 、 厚 く な っ て 、 梱 包 し た
製 品 の 嵩 が 増 え て コ ン パ ク ト 化 を 阻 害 す る 。 そ こ で 、 本 発 明 の よ う に 、 表 層 に 用 い ら れ る
繊 維 の 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ に 全 体 に 占 め る 含 有 率 を ２ ０ ～ ５ ０ 重 量 ％ 、 中 層 の パ ル プ の
清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ に 全 体 に 占 め る 含 有 率 を ５ ０ ～ ８ ０ 重 量 ％ に し た シ ー ト を 用 い 、 折
り 返 し 部 に 所 定 の 圧 力 を 加 え る こ と に よ り 、 折 り 返 さ れ た シ ー ト が 再 び 開 き に く く な る と
と も に 折 り 返 し 部 に 形 成 さ れ た 隙 間 を な く す こ と が で き る こ と と な っ て 、 積 層 さ れ て 梱 包
さ れ た 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ 製 品 の 製 造 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 を 参 照 し て 本 発 明 に 係 る 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。
図 １ は 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ 側 面 を 拡 大 し て 示 し た 側 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 １ に 示 す 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ １ は 、 折 り 加 工 さ れ 、 例 え ば 、 八 つ 折 り に さ れ た 状 態 で
、 数 ～ 十 数 枚 積 層 さ れ 、 包 装 袋 （ 図 示 省 略 ） に よ り 梱 包 さ れ た も の を 一 つ の 製 品 単 位 と し
て い る 。 そ し て 、 ユ ー ザ は 、 包 装 袋 （ 図 示 省 略 ） に 設 け ら れ た 開 口 部 か ら 清 掃 用 ウ ェ ッ ト
ワ イ プ １ ０ を 一 枚 一 枚 取 り 出 し て 使 用 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ の 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 表 面 側 及 び 裏 面 側 に そ れ ぞ れ 配 さ れ
、 ポ リ エ ス テ ル 繊 維 を 含 む 表 層 ２ 、 ２ と 、 こ の 表 層 ２ 、 ２ 間 に 配 さ れ 、 パ ル プ を 含 む 中 層
３ と 、 に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
表 層 ２ 、 ２ は 、 疎 水 性 繊 維 で あ る ポ リ エ ス テ ル 繊 維 と 熱 融 着 繊 維 と か ら 形 成 さ れ て い る 。
表 層 ２ 、 ２ に 用 い ら れ る 繊 維 の 当 該 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ １ の 全 体 に 占 め る 含 有 率 は ２ ０
～ ５ ０ 重 量 ％ で あ る 。
こ こ で 、 表 層 ２ 、 ２ に 用 い ら れ る 繊 維 の 含 有 率 の 下 限 を ２ ０ 重 量 ％ と し た の は 、 こ れ を 下
回 る と 、 使 用 時 に 表 層 ２ が べ た つ い て 肌 触 り が よ く な い か ら で あ る と と も に 、 表 層 ２ 、 ２
に 均 一 に 繊 維 を 配 す る こ と が 困 難 だ か ら で あ る 。 ま た 上 限 を ５ ０ 重 量 ％ と し た の は 、 こ れ
を 上 回 る と 、 強 度 が 高 く な り す ぎ て 、 折 り ぐ せ が つ き に く く 製 造 が 困 難 で あ る と と も に 、
四 つ 折 り 、 八 つ 折 り に し て 使 用 す る 際 に 使 い に く く 、 更 に 、 相 対 的 に 中 層 ３ の 重 量 が 減 る
こ と と な っ て 、 広 範 囲 に 薬 液 を 離 水 さ せ る こ と が 困 難 と な る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま た 、 ポ リ エ ス テ ル 繊 維 の 繊 維 径 は 、 薬 液 の 透 過 性 を 考 慮 し て 、 概 ね ０ ． ７ ～ ２ ． ０ ｄ ｔ
ｅ ｘ 程 度 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
熱 融 着 繊 維 は 、 ポ リ エ ス テ ル 繊 維 お よ び 中 層 ３ の 繊 維 よ り も 溶 融 温 度 が 低 い 熱 可 塑 性 繊 維
、 例 え ば 、 ポ リ エ チ レ ン 繊 維 な ど を 含 ん で 構 成 さ れ て い る 。
表 層 ２ 、 ２ に お け る 熱 融 着 繊 維 が 占 め る 含 有 率 は 、 ０ ～ ３ ０ 重 量 ％ 以 下 と さ れ て い る 。 上
限 が ３ ０ 重 量 ％ を 超 え る と 、 製 品 が 硬 く な っ て 曲 げ に く く な る か ら で あ る 。 な お 、 こ の 熱
融 着 繊 維 は 必 ず し も 必 要 と し な い が 、 基 材 の 表 面 強 度 を よ り 強 固 な も の と す る た め に は 、
こ の 熱 融 着 繊 維 を 含 有 さ せ て 熱 融 着 さ せ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
な お 、 表 層 ２ 、 ２ に は 、 ポ リ エ ス テ ル 繊 維 以 外 の 疎 水 性 繊 維 、 例 え ば 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 、
ナ イ ロ ン 等 の 熱 可 塑 性 合 成 繊 維 や こ れ ら の 複 合 繊 維 を 含 有 さ せ て も よ い 。
ま た 、 表 層 ２ 、 ２ に は 、 親 水 性 繊 維 で あ る レ ー ヨ ン 繊 維 な ど が 含 ま れ て い て も 良 い 。 レ ー
ヨ ン 繊 維 を 含 有 さ せ る と 、 保 水 性 や 製 造 性 に よ り 優 れ た も の と な る た め 好 ま し い 。 こ の レ
ー ヨ ン 繊 維 の 表 層 に 占 め る 含 有 率 は 、 ４ ０ 重 量 ％ 以 下 で あ る こ と が 望 ま し く 、 ま た 、 レ ー
ヨ ン 繊 維 の 繊 維 径 は 、 １ ． ４ ～ ２ ． ２ ｄ ｔ ｅ ｘ で あ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
中 層 ３ は 、 親 水 性 繊 維 で あ る パ ル プ か ら 形 成 さ れ て い る 。 パ ル プ と し て は 、 例 え ば 、 Ｎ Ｂ
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Ｋ Ｐ （ 針 葉 樹 晒 ク ラ フ ト パ ル プ ） 、 Ｌ Ｂ Ｋ Ｐ （ 広 葉 樹 晒 ク ラ フ ト パ ル プ ） 等 を 使 用 す る 。
パ ル プ の 当 該 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ 全 体 に 占 め る 含 有 率 は ５ ０ ～ ８ ０ 重 量 ％ で あ り 、 好 ま
し く は 、 ５ ０ ～ ６ ０ 重 量 ％ で あ る 。
こ こ で 、 パ ル プ の 含 有 率 の 下 限 を ５ ０ 重 量 ％ と し た の は 、 こ れ を 下 回 る と 薬 液 の 含 浸 量 を
好 適 に 確 保 す る こ と が 難 し く 、 拭 き 取 り 時 に 広 範 囲 に 一 定 範 囲 量 の 薬 液 を 離 水 さ せ る こ と
が で き な い と と も に 、 折 り 加 工 が 困 難 と な る か ら で あ り 、 上 限 を ８ ０ 重 量 ％ と し た の は 、
厚 み が 低 く 、 使 用 時 に 不 快 感 が 生 じ る た め で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ま た 、 中 層 ３ の 坪 量 は 、 ５ １ ～ １ ２ ０ ｇ ／ ｍ ２ で あ る 。
中 層 ３ の 坪 量 の 下 限 を ５ １ ｇ ／ ｍ ２ と し た の は 、 こ れ を 下 回 る と 薬 液 の 含 浸 量 を 好 適 に 確
保 す る こ と が 難 し く 、 拭 き 取 り 時 に 広 範 囲 に 一 定 範 囲 量 の 薬 液 を 離 水 さ せ る こ と が で き な
い か ら で あ り 、 上 限 を １ ２ ０ ｇ ／ ｍ ２ と し た の は 、 厚 す ぎ て 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ と し て
は 不 向 き だ か ら で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
な お 、 中 層 ３ に は 、 パ ル プ の 他 に 、 例 え ば 、 レ ー ヨ ン 繊 維 、 コ ッ ト ン 等 の 植 物 繊 維 、 親 水
化 処 理 し た 熱 可 塑 性 合 成 繊 維 等 を 含 有 さ せ て も よ い 。
こ の 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ １ に は 除 菌 剤 、 ア ル コ ー ル 、 界 面 活 性 剤 、 溶 剤 等 の 薬 液 が 自 重
の １ ０ ０ ～ ３ ０ ０ ％ 塗 布 さ れ て い る 。
ま た 、 実 使 用 評 価 に よ れ ば 、 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ １ の 離 水 量 と し て は ０ ． ２ ～ １ ． ５ ｇ
が 適 正 範 囲 、 好 適 範 囲 は 、 ０ ． ３ ～ １ ． １ ｇ と の 結 果 が 得 ら れ て い る 。
離 水 量 を ０ ． ３ ｇ 以 上 に 保 つ に は 、 自 重 の １ ０ ０ ％ 以 上 の 薬 液 塗 布 が 必 要 と な り 、 離 水 量
を １ ． ５ ｇ 以 下 に 保 つ に は 、 自 重 の ２ ５ ０ ％ 以 下 の 薬 液 塗 布 が 必 要 と な る 。 更 に 好 適 範 囲
で あ る 離 水 量 を ０ ． ３ ～ １ ． １ ｇ に 維 持 す る た め に は 、 薬 液 塗 布 量 が １ ２ ５ ～ ２ ０ ０ ％ 必
要 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま た 、 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ １ の ウ ェ ッ ト 状 態 で Ｊ Ｉ Ｓ Ｐ ８ １ １ ８ に 準 じ て 測 定 し た 厚 み
は 、 ０ ． ６ ～ １ ． ０ ｍ ｍ で あ る 。 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ １ の 厚 み が ０ ． ６ ｍ ｍ 以 下 だ と 拭
き 取 り 時 に 不 安 感 を 感 じ る 。 ま た 、 厚 み が １ ． ０ ｍ ｍ 以 上 あ る と 、 シ ー ト を 曲 げ た 時 の 反
発 力 が 大 き く な り 、 加 工 適 正 が 落 ち る 。 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ １ の 厚 み が ０ ． ６ ～ １ ． ０
ｍ ｍ 、 好 ま し く は ０ ． ６ ８ ～ ０ ． ８ ５ ｍ ｍ の 範 囲 で あ れ ば 、 拭 き 取 り 時 に 適 度 な 厚 み が 感
じ ら れ る と と も に 、 拭 き 取 り 時 の 薬 液 の 離 水 量 を 適 正 な 範 囲 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
次 に 、 上 記 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ １ の 製 造 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
表 層 ２ 、 ２ の 間 に 中 層 ３ で あ る パ ル プ を 挟 ん だ 状 態 で 水 流 に よ り 各 繊 維 を 交 絡 さ せ る （ 第
１ 工 程 ） 。 次 い で 、 表 層 ２ 、 ２ の 熱 融 着 繊 維 の み が 溶 融 す る 温 度 で 熱 処 理 す る こ と に よ り
熱 接 着 さ せ て シ ー ト 状 の 基 材 を 製 造 す る （ 第 ２ 工 程 ） 。 次 い で 、 前 記 シ ー ト 状 の 基 材 の 所
定 位 置 を 折 り 返 し て 八 つ 折 り に し 、 当 該 折 り 返 し 部 に 、 例 え ば 、 ロ ー ラ （ 図 示 省 略 ） に よ
り 所 定 の 圧 力 を 加 え る （ 第 ３ 工 程 ） 。 そ し て 、 所 定 量 の 薬 液 を シ ー ト 状 の 基 材 に 塗 布 す る
（ 第 ４ 工 程 ） 。 こ れ に よ り 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ が 製 造 さ れ る 。 更 に 、 折 り 畳 ま れ た 清 掃
用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ を 数 ～ 十 数 枚 積 層 さ せ た の ち 、 包 装 袋 に 梱 包 す る （ 第 ５ 工 程 ） 。
な お 、 こ の 熱 融 着 繊 維 は 必 ず し も 必 要 と し な い が 、 基 材 の 表 面 強 度 を よ り 強 固 な も の と す
る た め に は 、 こ の 熱 融 着 繊 維 を 含 有 さ せ て 熱 融 着 さ せ る こ と が 好 ま し い 。 熱 融 着 繊 維 を 用
い な い 場 合 は 、 第 ２ 工 程 が 省 略 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
本 発 明 に 係 る 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ １ は 、 表 層 ２ 、 ２ に ポ リ エ チ レ ン 繊 維 を 含 ん で い る た
め 、 シ ー ト 状 の 基 材 の コ シ が 強 く な っ て お り 、 そ の ま ま 折 り 返 し た だ け だ と 、 シ ー ト 状 の
基 材 を 曲 げ た 時 の 反 発 力 に よ り シ ー ト 状 の 基 材 が 開 い て し ま っ た り 、 折 り 返 し 部 に 隙 間 が
形 成 さ れ る こ と と な る 。 従 っ て 、 そ の よ う な 状 態 で シ ー ト 状 の 基 材 を 積 層 さ せ よ う と し て
も で き な か っ た り 、 そ の 隙 間 分 、 厚 く な っ て 、 梱 包 し た 製 品 の 嵩 が 増 え て コ ン パ ク ト 化 を
阻 害 す る 。 し か し な が ら 、 本 発 明 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 表 層 ２ 、 ２ に 用 い ら れ る 繊 維 の 清
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掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ １ に 全 体 に 占 め る 含 有 率 を ２ ０ ～ ５ ０ 重 量 ％ 、 中 層 ３ の パ ル プ の 清 掃
用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ １ に 全 体 に 占 め る 含 有 率 を ５ ０ ～ ８ ０ 重 量 ％ に し た シ ー ト 状 の 基 材 を 用
い 、 第 ３ 工 程 に お い て 折 り 返 し 部 に 所 定 の 圧 力 を 加 え る こ と に よ り 、 折 り 加 工 さ れ た シ ー
ト 状 の 基 材 が 再 び 開 く こ と が な い と と も に 、 折 り 返 し 部 に 形 成 さ れ た 隙 間 を な く し て 折 り
目 を 作 る こ と が で き る こ と と な っ て 、 積 層 さ れ て 梱 包 さ れ た 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ １ … 製
品 の 製 造 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 実 施 例 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
［ 実 施 例 １ ］
（ 試 料 の 配 合 ）
表 層 （ ポ リ エ ス テ ル 繊 維 ２ ８ ． ８ ｇ ＋ 熱 融 着 繊 維 ７ ． ２ ｇ ） と 中 層 （ パ ル プ ５ ４ ｇ ） か ら
な る 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ を 使 用 し た 。
即 ち 、 表 層 の ポ リ エ ス テ ル 繊 維 の 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ 表 層 に 占 め る 含 有 率 は ８ ０ 重 量 ％
で あ り 、 熱 融 着 繊 維 の 含 有 率 は ２ ０ 重 量 ％ で あ り 、 中 層 の パ ル プ の 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ
全 体 に 占 め る 含 有 率 は ６ ０ ． ０ 重 量 ％ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
（ 試 料 の 製 造 方 法 ）
二 つ 表 層 の 間 に 中 層 で あ る パ ル プ を 挟 ん だ 状 態 で 水 流 に よ り 各 繊 維 を 交 絡 さ せ 、 次 い で 、
熱 融 着 繊 維 の み が 溶 融 す る 温 度 で 熱 処 理 す る こ と に よ り 熱 接 着 さ せ て シ ー ト 状 の 基 材 を 製
造 し た 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
（ 試 料 の 離 水 量 の 測 定 方 法 ）
▲ １ ▼ キ ッ チ ン ロ ー ル を 複 数 枚 敷 き 、 そ の 上 に 上 記 製 造 方 法 に よ り 製 造 し た 試 料 （ ５ ｃ ｍ
× ５ ｃ ｍ × ８ 枚 重 ね ） を 載 せ る 。
▲ ２ ▼ ピ ペ ッ タ ー を 用 い て 上 か ら 一 定 量 の 水 を 滴 下 し 、 試 料 に 含 浸 さ せ る 。
▲ ３ ▼ 試 料 に ２ ０ ０ ｇ ／ ｃ ｍ ２ の 重 り を 載 せ 、 ３ ０ 秒 放 置 す る 。
▲ ４ ▼ 試 料 に 含 ま れ た 水 の 量 を 測 定 す る 。
▲ ５ ▼ 離 水 量 ＝ 含 浸 量 － 保 水 量 を 計 算 す る 。
そ の 結 果 を 図 ２ に 示 し た 。
ま た 、 上 記 試 料 の 引 張 強 度 、 伸 び 、 表 面 強 度 、 柔 ら か さ の 目 視 判 定 、 薬 液 塗 布 後 の 厚 み 、
加 工 適 正 、 ラ ボ 使 用 評 価 、 総 合 評 価 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
［ 実 施 例 ２ ］
（ 試 料 の 配 合 ）
表 層 （ ポ リ エ ス テ ル 繊 維 １ ４ ． ４ ｇ ＋ レ ー ヨ ン 繊 維 １ ４ ． ４ ｇ ＋ 熱 融 着 繊 維 ７ ． ２ ｇ ） と
中 層 （ パ ル プ ５ ４ ｇ ） か ら な る 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ を 使 用 し た 。
即 ち 、 表 層 の ポ リ エ ス テ ル 繊 維 の 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ 表 層 に 占 め る 含 有 率 は ４ ０ 重 量 ％
で あ り 、 レ ー ヨ ン 繊 維 の 含 有 率 は ４ ０ 重 量 ％ で あ り 、 熱 融 着 繊 維 の 含 有 率 は ２ ０ 重 量 ％ で
あ り 、 中 層 の パ ル プ の 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ 全 体 に 占 め る 含 有 率 は ６ ０ ． ０ 重 量 ％ で あ る
。
実 施 例 １ と 同 様 に 製 造 し た 試 料 （ ５ ｃ ｍ × ５ ｃ ｍ ） に つ い て の 、 引 張 強 度 、 伸 び 、 表 面 強
度 、 柔 ら か さ の 目 視 判 定 、 薬 液 塗 布 後 の 厚 み 、 加 工 適 正 、 ラ ボ 使 用 評 価 、 総 合 評 価 を 表 １
に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
［ 比 較 例 １ ］
（ 試 料 の 配 合 ）
表 層 （ ポ リ エ ス テ ル 繊 維 ５ ０ ． ４ ｇ ＋ 熱 融 着 繊 維 １ ２ ． ６ ｇ ） と 中 層 （ パ ル プ ２ ７ ｇ ） か
ら な る 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ を 使 用 し た 。
即 ち 、 表 層 の ポ リ エ ス テ ル 繊 維 の 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ 表 層 に 占 め る 含 有 率 は ８ ０ 重 量 ％
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で あ り 、 熱 融 着 繊 維 の 含 有 率 は ２ ０ 重 量 ％ で あ り 、 中 層 の パ ル プ の 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ
全 体 に 占 め る 含 有 率 は ３ ０ ． ０ 重 量 ％ で あ る 。
実 施 例 １ と 同 様 に 製 造 し た 試 料 （ ５ ｃ ｍ × ５ ｃ ｍ ） に つ い て の 、 引 張 強 度 、 伸 び 、 表 面 強
度 、 柔 ら か さ の 目 視 判 定 、 薬 液 塗 布 後 の 厚 み 、 加 工 適 正 、 ラ ボ 使 用 評 価 、 総 合 評 価 を 表 １
に 示 す 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
［ 比 較 例 ２ ］
（ 試 料 の 配 合 ）
表 層 （ ポ リ エ ス テ ル 繊 維 １ ０ ． ４ ｇ ＋ レ ー ヨ ン 繊 維 １ ３ ． ０ ｇ ＋ 熱 融 着 繊 維 ２ ． ６ ｇ ） と
中 層 （ パ ル プ ５ ４ ｇ ） か ら な る 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ を 使 用 し た 。
即 ち 、 表 層 の ポ リ エ ス テ ル 繊 維 の 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ 表 層 に 占 め る 含 有 率 は ４ ０ 重 量 ％
で あ り 、 レ ー ヨ ン 繊 維 の 含 有 率 は ５ ０ 重 量 ％ で あ り 、 熱 融 着 繊 維 の 含 有 率 は １ ０ 重 量 ％ で
あ り 、 中 層 の パ ル プ の 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ 全 体 に 占 め る 含 有 率 は ６ ７ ． ５ 重 量 ％ で あ る
。
実 施 例 １ と 同 様 に 製 造 し た 試 料 （ ５ ｃ ｍ × ５ ｃ ｍ ） に つ い て の 、 引 張 強 度 、 伸 び 、 表 面 強
度 、 柔 ら か さ の 目 視 判 定 、 薬 液 塗 布 後 の 厚 み 、 加 工 適 正 、 ラ ボ 使 用 評 価 、 総 合 評 価 を 表 １
に 示 す 。
【 ０ ０ ４ １ 】
［ 比 較 例 ３ ］
（ 試 料 の 配 合 ）
表 層 （ ポ リ エ ス テ ル 繊 維 ３ ７ ． ５ ｇ ＋ レ ー ヨ ン 繊 維 ３ ７ ． ５ ｇ ） と 中 層 （ パ ル プ １ ６ ． ７
ｇ ） か ら な る 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ を 使 用 し た 。
即 ち 、 表 層 の ポ リ エ ス テ ル 繊 維 の 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ 表 層 に 占 め る 含 有 率 は ５ ０ 重 量 ％
で あ り 、 レ ー ヨ ン 繊 維 の 含 有 率 は ５ ０ 重 量 ％ で あ り 、 中 層 の パ ル プ の 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ
プ 全 体 に 占 め る 含 有 率 は １ ６ ． ７ 重 量 ％ で あ る 。
実 施 例 １ と 同 様 に 製 造 し た 試 料 （ ５ ｃ ｍ × ５ ｃ ｍ ） に つ い て の 、 引 張 強 度 、 伸 び 、 表 面 強
度 、 柔 ら か さ の 目 視 判 定 、 薬 液 塗 布 後 の 厚 み 、 加 工 適 正 、 ラ ボ 使 用 評 価 、 総 合 評 価 を 表 １
に 示 す 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
［ 従 来 例 ］
従 来 例 と し て 、 パ ル プ に よ り 構 成 さ れ た 試 料 （ ５ ｃ ｍ × ５ ｃ ｍ × ８ 枚 重 ね ） を 用 い た 。
離 水 量 の 測 定 方 法 は 、 上 記 実 施 例 １ と 同 様 の 方 法 に よ り 行 っ た 。 そ の 結 果 を 図 ２ に 示 す 。
ま た 、 実 施 例 １ と 同 様 に 製 造 し た 試 料 （ ５ ｃ ｍ × ５ ｃ ｍ ） に つ い て の 、 引 張 強 度 、 伸 び 、
表 面 強 度 、 柔 ら か さ の 目 視 判 定 、 薬 液 塗 布 後 の 厚 み 、 加 工 適 正 、 ラ ボ 使 用 評 価 、 総 合 評 価
を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
【 表 １ 】
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【 ０ ０ ４ ４ 】
［ 評 価 ］
（ 離 水 量 ）
図 １ は 、 薬 液 の 塗 布 量 に 対 す る 離 水 量 の 関 係 を 示 し た も の で あ る 。 図 １ に 示 す よ う に 、 従
来 例 に 比 べ て 、 実 施 例 １ の 場 合 、 塗 布 量 に 対 す る 離 水 量 の 勾 配 が 緩 や か で あ り 、 離 水 量 が
好 適 な 範 囲 （ ０ ． ３ ～ １ ． １ ｇ ） と な る 塗 布 量 の 範 囲 が 広 く な る 。 具 体 的 に は 、 実 施 例 １
の 場 合 、 塗 布 量 が 約 ２ ． １ ～ ３ ． ８ ｇ 、 即 ち 、 自 重 に 対 し て 約 １ ２ ５ ～ ２ ０ ０ ％ の 塗 布 量
が 適 正 で あ る が 、 従 来 例 の 場 合 、 塗 布 量 が 約 ２ ． ７ ～ ３ ． ８ ｇ 、 即 ち 、 自 重 に 対 し て 約 １
４ ０ ～ ２ ０ ０ ％ の 塗 布 量 が 好 適 と な る 。
従 っ て 、 本 実 施 例 １ は 、 従 来 例 に 比 べ て 塗 布 量 の 範 囲 の 幅 を 広 げ る こ と が で き る と と も に
、 好 適 範 囲 を 低 塗 布 量 側 に シ フ ト す る こ と が で き る こ と と な っ て 、 薬 液 が 少 な く て よ く 、
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コ ス ト ダ ウ ン を 図 る こ と が で き る 。
ま た 、 当 該 実 施 例 １ の 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ の 厚 み は 、 ０ ． ８ １ ｍ ｍ で あ り 、 拭 き 取 り 時
に 適 度 な 厚 み 感 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
（ 表 面 強 度 ）
表 面 強 度 は 、 表 １ に 示 す よ う に 、 従 来 例 で は 低 い が 、 ポ リ エ ス テ ル 繊 維 を 含 有 さ せ た も の
（ 実 施 例 １ ， ２ 、 比 較 例 １ ～ ３ ） で は 、 改 善 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
（ 柔 ら か さ ）
柔 ら か さ は 、 完 全 に 折 っ た 状 態 で 目 視 判 定 し た 。 そ の 結 果 、 表 １ に 示 す よ う に 、 パ ル プ の
清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ 全 体 に 占 め る 含 有 率 が ５ ０ 重 量 ％ 未 満 （ 比 較 例 １ 、 比 較 例 ３ ） で は
、 シ ー ト を 曲 げ た 時 の 反 発 力 が 強 く 、 直 ち に シ ー ト が 開 い て し ま う 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
（ 厚 み ）
比 較 例 ２ で は 、 レ ー ヨ ン の ウ ェ ッ ト ワ イ プ の 表 層 に 占 め る 含 有 率 が ４ ０ 重 量 ％ を 超 え て い
る た め 、 十 分 な 厚 み を 確 保 す る こ と が で き ず 、 使 用 感 が 悪 い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
（ 加 工 適 正 ）
パ ル プ の 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ 全 体 に 占 め る 含 有 率 が ５ ０ 重 量 ％ 未 満 （ 比 較 例 １ 、 比 較 例
３ ） に な る と 、 加 工 適 正 が 極 端 に 悪 く な る た め 、 八 つ 折 り 加 工 が 困 難 と な る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
（ ラ ボ 使 用 評 価 ）
従 来 例 （ パ ル プ の み ） に 比 べ て 、 実 施 例 、 比 較 例 と も に 、 使 用 感 、 拭 き 取 り 性 に つ い て 良
好 で あ る 。 特 に 、 実 施 例 １ に つ い て は 、 厚 み が 比 較 的 厚 く 、 手 に 薬 液 が べ た つ く 感 じ も な
い た め 使 用 感 が 極 め て 良 い と い う 評 価 が 得 ら れ た 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
（ 総 合 評 価 ）
以 上 の よ う に 、 実 施 例 １ 、 ２ に お い て は 、 表 面 強 度 、 柔 ら か さ 、 厚 み 、 加 工 適 正 、 ラ ボ 使
用 評 価 の 全 て の 項 目 に 亘 り 良 好 な 結 果 が 得 ら れ た 。
特 に 、 実 施 例 １ に お い て は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 従 来 例 に 比 べ て 塗 布 量 の 適 正 範 囲 の 幅 を
広 げ る こ と が で き る と と も に 、 適 正 範 囲 を 低 塗 布 量 側 に シ フ ト す る こ と が で き る こ と と な
っ て 、 薬 液 が 少 な く て よ く 、 コ ス ト ダ ウ ン を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 中 層 の 坪 量 が ５ １ ～ １ ２ ０ ｇ ／ ｍ ２ と さ れ て い る の で 、 清
掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ と し て 必 要 な 薬 液 量 を 確 保 す る こ と が で き る 。
ま た 、 表 層 に 用 い ら れ る 繊 維 の 当 該 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ に 占 め る 含 有 率 が ２ ０ ～ ５ ０ 重
量 ％ と さ れ 、 中 層 の パ ル プ の 当 該 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ に 占 め る 含 有 率 が ５ ０ ～ ８ ０ 重 量
％ と さ れ て い る の で 、 薬 液 の 離 水 量 が 所 定 の 範 囲 内 と な る 含 浸 量 の 範 囲 が 広 が る こ と と な
っ て 、 広 範 囲 に わ た っ て 好 適 に 汚 れ を 拭 き 取 る こ と が で き る 。
ま た 、 本 発 明 の 構 成 に す る こ と に よ り 、 薬 液 の 離 水 量 が 所 定 の 範 囲 内 と な る 薬 液 の 含 浸 量
の 範 囲 を 低 含 浸 量 側 に 広 げ る こ と が で き る の で 、 薬 液 の 含 浸 量 が 少 な く て も 好 適 に 汚 れ を
拭 き 取 る こ と が で き る こ と と な っ て 、 コ ス ト ダ ウ ン が 図 れ る 。
更 に 、 表 層 に ポ リ エ ス テ ル 繊 維 が 含 ま れ て い る の で 、 表 層 の 強 度 が 上 昇 し て 破 れ に く く な
る 。
ま た 、 表 層 が 疎 水 性 繊 維 に よ り 構 成 さ れ て い る の で 、 表 面 は 比 較 的 乾 い た 状 態 と な る こ と
と な っ て 、 拭 き 取 り 時 に 、 過 度 の 薬 液 が 手 に つ く こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 と 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る こ と は 無 論 の
こ と 、 特 に 、 表 層 に 、 熱 融 着 繊 維 が 含 ま れ て い る の で 、 表 面 強 度 が 向 上 す る 。
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【 ０ ０ ５ ３ 】
請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 表 層 に レ ー ヨ ン が 含 ま れ て い る の で 、 保 水 性 や 製 造 性 に 優
れ た も の と な る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か に 記 載 の 発 明 と 同 様 の 効 果 が 得 ら れ
る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
請 求 項 ５ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 １ ～ ４ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 発 明 と 同 様 の 効 果 が 得
ら れ る こ と は 無 論 の こ と 、 特 に 、 当 該 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ の 厚 み が ０ ． ６ ～ １ ． ０ ｍ ｍ
で あ る の で 、 拭 き 取 り 時 に 適 度 な 厚 み 感 が 得 ら れ る 。
ま た 、 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ の 厚 み を ０ ． ６ ～ １ ． ０ ｍ ｍ と す る こ と に よ り 、 拭 き 取 り 時
の 薬 液 の 離 水 量 を 適 正 な 範 囲 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
請 求 項 ６ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 １ ～ ５ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 発 明 と 同 様 の 効 果 が 得
ら れ る こ と は 無 論 の こ と 、 特 に 、 中 層 へ の 薬 液 の 塗 布 量 が 自 重 の １ ０ ０ ～ ２ ５ ０ ％ と さ れ
て い る の で 、 拭 き 取 り 時 に お け る 薬 液 の 離 水 量 を 適 正 な 範 囲 に す る こ と が で き る こ と と な
っ て 、 薬 液 の 塗 布 量 の 過 不 足 を な く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
請 求 項 ７ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 表 層 の 間 に 中 層 を 挟 ん だ 状 態 で 水 流 に よ り 各 繊 維 を 交 絡 さ
せ る こ と に よ っ て 繊 維 同 士 が 絡 ま り 、 次 い で 、 シ ー ト 状 の 基 材 の 所 定 位 置 が 折 り 返 さ れ て
形 成 さ れ た 折 り 返 し 部 に 所 定 の 圧 力 が 加 え ら れ る の で 、 表 層 に 用 い ら れ る 繊 維 の 清 掃 用 ウ
ェ ッ ト ワ イ プ に 全 体 に 占 め る 含 有 率 を ２ ０ ～ ５ ０ 重 量 ％ 、 中 層 の パ ル プ の 清 掃 用 ウ ェ ッ ト
ワ イ プ に 全 体 に 占 め る 含 有 率 を ５ ０ ～ ８ ０ 重 量 ％ に し た シ ー ト の 折 り 目 を 形 成 す る こ と が
で き る と と も に 、 折 り 加 工 さ れ た シ ー ト が 再 び 開 き に く く な る こ と と な っ て 、 シ ー ト 状 の
基 材 か ら な る 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ を 積 層 さ せ て 梱 包 し て も 嵩 張 る こ と が な く コ ン パ ク ト
に し た 製 品 の 製 造 が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 示 す 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ 側 面 を 拡 大 し て 示 す 側 面 図 で あ
る 。
【 図 ２ 】 薬 液 の 塗 布 量 に 対 す る 離 水 量 の 関 係 を 示 し た 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 　 清 掃 用 ウ ェ ッ ト ワ イ プ
２ 　 　 　 　 表 層
３ 　 　 　 　 中 層
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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